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はじめに
M. K. ガンディー (1869–1948)の思想が、一方において、インドという地域的限界を超え、











としては、ヴィノーバ・バーヴェ (1895–1982)や J. P. ナーラーヤン (1902–79)などが挙げら
れるが、彼らのように主に 1950年代から 70年代前半にかけて活躍したガンディー主義者
の世代を、本稿では便宜的に「ガンディー主義者第 1世代」と呼ぶ。そして、主に 1970年
代後半以降に活躍するようになったスンダルラール・バフグナー (1927–)や S. ジャガンナー
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ろう。それは、樹脂、材木、ビジネスだ (kya¯ hai jangal ke upka¯r. lisa, lakr· ı¯  aur vya¯pa¯r.)」
というスローガンに同調していたが、地元女性たちが中心となって闘ったアドヴァーニ
ー村の森林保護運動の頃から、チプコー運動のスローガンははっきりと「森林の恵みと

















になった。この宣言の骨子は次のスローガンに集約される。「水を引き上げよう (dha¯r aim· c 
pa¯nı¯)、山の斜面に木々を (d· ha¯l par d· a¯la¯)、水の流れから発電を (bijlı¯ bana¯wa¯ kha¯la¯ kha¯la¯)。」
すなわち、大規模ダムの替わりに、川の流れを利用した小規模で環境に負担をかけない「流






























































このうち 1996年 12月 11日に出された最高裁判決は、インドにおける環境問題に関する
裁判の歴史において画期的なものであった。この判決に先立ち最高裁はジャガンナータンの





































(ahim· sa¯)、(2)真理 (satya)、(3)不盗 (asteya)、(4)純潔 (brahmcarya)、(5)無所有 (asam· graha)、(6)
肉体労働 (s´arı¯ras´rama)、(7)嗜欲抑制 (asva¯d）、(8)あらゆる恐怖の克服 (sarvatra bhaya varjana)、
(9)全宗教平等主義 (sarva dharma sama¯natva)、(10)国産品愛用 (svades´ı¯)、(11)可蝕意識＝不可





またこうした祈りは、小冊子（縦 13cmほど、横 5cmほど、厚さ 5mmほど）として出版
されており 27)、ガンディー主義アーシュラムのほか、インド各地の鉄道駅のプラットホー
ムに設置されたキオスク「サルヴォーダヤ書店 (Sarvodaya Book Stall)」などでも廉価で販売
されている。ちなみにこうした「サルヴォーダヤ書店」ではガンディー主義関連の小冊子が
多く販売されており、例えばガンディーの主著『ヒンド・スワラージ』（1939年改訂英語版）
は、2004年 9月の第 16刷（5,000部）、2005年 9月の第 17刷（5,000部）28)、といった調子
で最近の売れ行きはなかなか好調のようである。
こうしたガンディー主義関連の出版物は、ヴァーラーナスィーのサルヴァ・セーヴァー・
サンガ出版局 (sarva seva¯ san˙gh praka¯s´an)やアムダーヴァードのナヴァジーヴァン (navjı¯van)財
団などから多く出されているが、特にガンディー主義者同士の紐帯を強める出版物として









































いう意味の有名なウルドゥー語の詩人の詩が引用してあって、行脚 (padya¯tra¯, foot 
march)をするから参加者を募る、という内容なんだよ。お金は一切必要ない、水筒と




約 700km 約 30日 （不明） チプコー運動









































































































































第 1回  1947年 8月 7日間 インド独立運動
第 2回  1971年 11月 16日間 禁酒運動
第 3回  1974年 10月 15日間 チプコー運動
第 4回  1979年 1月 9日 24日間 チプコー運動
第 5回  1989年 12月 25日 16日間 テーリー・ダム反対運動
第 6回  1992年 2月 28日 45日間 テーリー・ダム反対運動
第 7回  1995年 5月 9日 49日間 テーリー・ダム反対運動
第 8回  1996年 4月 13日 74日間 テーリー・ダム反対運動
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